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大学生のキャリア発達過程における
ピア間活動の事例研究
― 「発達的ネットワーク」および「社会人基礎力」の観点から ―
栁 田 純 子＊
　近年、大学教育は専門性に加えて汎用性のある能力の向上も要請されている。例えば教
育審議会答申で「学士力」のなかに、コミュニケーションスキルや課題解決力などの汎用
的能力が含まれている。経済界からの提言では、課題の本質を把握し自ら行動することに
よって、課題解決を図る人材像を標榜している。
　筆者は３年次演習で産学連携の課題解決型学習を推進し、専門知識の応用やコミュニ
ケーション機会の拡張をとおして専門性や社会性の向上に一定の有効性が見られることを
検証した。その結果、学生間の水平的連携が社会性向上に対する鍵のひとつと考えられた
ことから、本稿では本務校の「学生キャリアアシスタント」活動と他機関による同趣旨の
事例に着目した。そして、「発達的ネットワーク」および「社会人基礎力」に関する先行
研究を援用し、学生ピア間の活動におけるネットワークの重層化や社会人基礎力の運用状
況を把握したうえで、活動モデルを導出した。
キーワード：課題解決型学習、キャリア発達過程、ピア間活動、発達的ネットワーク、社
会人基礎力
Case Study of University Students’ Peer Group Activities
in the Career Development Processes
― from Developmental Network and Mental Abilities in 
Socialization Perspectives ―
Junko YANAGIDA＊
In these recent years, educational programs at universities in Japan have been requested to 
enhance versatile abilities in addition to specialty. For example, the reports submitted from the 
educational committees include versatile abilities, e.g. communication skills, problem-solving in 
“requirements of bachelor’s degree”. And in the proposals from the business community, developing 
human resources who can capture the essence of problems, and act to find ways of dealing with 
problems is highly recommended. 
The author has been facilitating university-company cooperative project-based learning 
for the 3rd year students’ seminar. Its effects to enhance specialty and socialization through 
applying students’ specialty to problem-solving processes and providing more opportunities of 
communication have been verified at a certain level. Based on the result that one of the key factors 
to enhance students’ socialization seems peer to peer collaborations, in this paper, a peer group 
activity, i.e. “Students’ Career Assistant” at the university where the author is working for and 
similar cases in other organizations are focused on. And, studies are undertaken from “developmental 
network” and “mental abilities in socialization” perspectives. After grasping how the network can 
be built up and mental abilities can be demonstrated in the peer group activities, a model is put 
forward as hypotheses.
Keywords: project-based learning （PBL）, career development process, peer group activities, 
developmental network, mental abilities in socialization
　 　
　＊東京情報大学　総合情報学部 2015年７月10日受理
Tokyo University of Information Sciences, Faculty of Informatics
60 大学生のキャリア発達過程におけるピア間活動の事例研究
― 「発達的ネットワーク」および「社会人基礎力」の観点から ―／栁田純子
ション機会を拡張することによって学生の「社
会性」や「人間性」の側面においても一定の有
効性が見られた。
　成果を上げていく過程で状況に即した言動が
できることは「汎用性」のある能力であり、経
済産業省の研究会［7］が提起した「社会人基礎
力」はこの種の能力の総称である。
　「社会人基礎力」の概念を学習成果の評価指
標に採り入れた事例として小樽商科大学の産学
連携プロジェクトが挙げられる。筆者はこれを
参照し、チームメンバー間での協力や社会人と
の意思疎通など「汎用性」のある能力の運用
状況を測る指標を加えて産学連携PBLの評価
指標を構成した。筆者による産学連携PBLは、
地域社会が抱える課題解決に専門知識を応用す
ることをとおして「専門性」の向上を図るとと
もに、その学習過程で「汎用性」のある能力の
発揮を志向する教育活動として推進されてき
た。
（2）教育審議会の答申における汎用的能力
　上記で言及した小樽商科大学では「全学的
キャリア教育体系」を構想した際の背景に2008
年の教育審議会答申「学士課程の再構築に向け
て（以下、学士課程答申）」を置いていた［8］。
この答申では、「学位を与える教育課程」を中
心に据えて、学士課程教育が共通してめざすべ
き学習成果を「学士力」として掲げている。
　「学士力」とは、「知識・理解」に加えて「汎
用的技能」（コミュニケーションスキルや情報
リテラシーなど）、「態度・志向性」（チームワー
クやリーダーシップなど）および「統合的な学
習経験と創造的思考力」（知識・態度の活用を
図り、課題を解決する力）が含まれるとされる
［9］。
　以上をまとめると、教育界からの大学教育に
対する要請は「専門性」に加えて、「汎用的技
能」を含む広義の「汎用性」のある能力の向上
が提起されたものと理解できる。こうした汎用
的能力への言及は、1984年の「臨時教育審議会」
答申以降の審議会答申における「生きる力」や
１．研究の背景および目的
１.１　背　景
　本稿の研究課題を構想した背景には、筆者に
よる課題解決型学習の取組みが起点にある。大
学教育の場で「専門性」とともに「汎用性」の
ある能力をいかに醸成するか、その背景を以下
（1）～（5） に記載した。
（1）産学連携の課題解決型学習における汎用
的能力
　筆者は2007年度より産学連携による課題解決
型学習（project-based learning） （以下、産学連
携PBL）を実施し、演習（ゼミナール）授業
をとおしてのキャリア発達支援の観点から「専
門性」、「社会性」および「人間性」の側面での
学生の行動と意識の特徴を考察してきた［1］［2］
［3］［4］。この学習の取組みは、学生が講義で学
んでいる経営学・マーケティング分野の専門知
識を活用して新商品開発提案の具現化を図るも
のである。学習を構想したねらいは、吉本［5］、
小方［6］の指摘にあるように「大学で学んだ専
門知識を運用できる人材」を育成することにあ
る。
　上記の産学連携PBLにおける学習成果物は、
新商品開発提案である。筆者は学習を推進する
なかで、成果の評価指標を検討してきた。３年
次演習は専門科目の一環であることから、「専
門性」に係る観点を必須と考えた。評価項目と
して、市場の既存商品との差異化、消費者目線
から見た魅力、定量・定性データの裏づけなど
を設定した。
　では「専門性」が向上すれば充分かというと、
成果を上げていく途中経過にも着目する必要が
ある。学習過程のなかには、例えば、チームメ
ンバーが協力し合う、試作を繰り返して完成度
を上げる、企業の商品開発会議で発言する、な
どが含まれる。なかでも、課題解決過程では指
示待ちでなく、学生間の水平的連携による協業
が鍵のひとつと考えられた。産学連携PBLを
とおして、学生間での自発的なコミュニケー
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ことによってその課題を解決していける人材」
を育成することが急務との認識を提示している
［13］。上述の経済界からの提言概要を表１に整
理した。
　また、企業の採用場面において求められる人
材像が1970年代から2000年代の30年間で変化し
てきたことを示す研究がある［14］。その研究で
岩渕は、企業年鑑に掲載企業の採用担当者コメ
ント欄に使用された言葉項目の出現頻度の順位
変動を調べ、1971、1986、2001年の３つの時点
で分析した。
　その結果、1971年～1986年において「思想穏
健中立」や「忍耐力」などの「問題を起こさな
い人材像」を表す語の出現頻度が下降した一
方、「柔軟性」や「チャレンジ」などの「社会
の変化に進んで取組む人材像」を表す語の頻度
が上昇した。また1971年～2001年において「学
業成績」や「業務内容に興味関心」などの「会
社業務への素質を有する人材像」を表す語の頻
度が下降した一方、「目標を立てて実行する」
や「好奇心」などの「新しい方向性を追求する
人材像」を表す語の頻度が上昇した。
　岩渕の見解では、採用現場で求められる人材
像が「会社内部の既存ルールへの適応」よりも
「外部環境の変化に柔軟に対処」するために「問
題意識を持ち、自ら目標を立て実行」する方向
へ推移したと捉えられている［15］。
　ここまで、筆者の産学連携PBL推進をとお
しての検討、および教育界・経済界からの大学
教育への要請の概要を見てきた。大学教育の場
「人間力」といった見解にも見られる［10］。
（3）経済界の提言における汎用的能力
　汎用的能力への言及は、経済界からの提言に
も見られる［11］。1996年経済団体連合会の『創
造的な人材の育成に向けて－求められる教育
改革と企業の行動－』（以下「創造的人材」提
言）では、「欧米に追いつけ、追い越せを目標
に、定められた目標を効率的に実現する人材が
重点的に育成された」結果、「知識の量は多い
が、自らの目標、解決すべき課題の設定に不得
手な人々が増加している」と指摘している。「創
造的人材」提言が掲げる人材像は「主体的に行
動し、自己責任の観念に富んだ創造力あふれる
人材」であり、人材要件として次の３点を挙げ
ている［12］。
　第一に、主体性である。「他者の定めた基準
に頼らず、自分自身の目標・意思に基づいて、
進むべき道を自ら選択して行動すること」を指
す。第二に、自己責任の観念である。「いくつ
かの選択肢の中から自分の判断で選びとるこ
と」を指す。第三に、独創性である。「科学・
技術や、芸術・文化などさまざまな分野で世界
をリードできること」を指す。
　「創造的人材」提言の後、2004年日本経済団
体連合会は『21世紀を生き抜く次世代育成の
ための提言－「多様性」「競争」「評価」を基本
にさらなる改革の推進を－』（以下「次世代育
成」提言）を出した。この提言においても「与
えられた知識だけに頼るのではなく、ものごと
の本質をつかみ、課題を設定し、自ら行動する
表１　経済界からの提言概要
発表年 提　　　言 概　　　　　　　要
1996 「創造的人材」提言 （1）主体的に行動し、自己責任の観念に富んだ、創造力あふれる人材
（2） 教育機関のカリキュラム編成の弾力化、思考力と体験を重視した教育
（討論やフィールドワークなど）
2004 「次世代育成」提言 （1） 与えられた知識だけに頼るのではなく、ものごとの本質をつかみ、課
題を設定し、自ら行動することによってその課題を解決していける人
材
（2）求められる３つの力「志と心」、「行動力」、「知力」
参照：本田（2005）pp. 41-49に基づき作成　
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（5）本務校の「学生キャリアアシスタント活
動」への着目
　探索過程で筆者が当初着目した事例は、キャ
リア教育科目「キャリアデザイン」の15回授業
の内１回が充てられる「４年生による就職活動
アドバイス」である。その回では４年生４名に
よるパネルディスカッション形式を採り、筆者
は司会進行を毎年担当するなかで受講学生の反
応がおおむね積極的であると感じられた。また
授業最終回での受講学生のレポート内容を読む
と、複数の記述において、就職活動の結果から
満足度の高い成果を上げた４年生の存在がロー
ルモデルとして受留められており、学生ピア間
の支援行為に一定の有効性の兆候が窺えた。
　しかしながら上記のパネルディスカッション
は15回授業のなかの１回であり、有効性の検証
が困難である。そこで本務校の就職課（現キャ
リア課）によって2009年度以降実施されている
「学生キャリアアシスタント」活動に着目した。
学生キャリアアシスタントは「キャリアデザイ
ン」授業内でパネラーになるほかにも、就職活
動支援セミナーの企画・実施をキャリア課から
委ねられ、主体的に活動してきている。
　そこで2013年度の学生キャリアアシスタント
に対して、活動をとおして感じたことを自由に
記述してもらうことを依頼した。結果、２名の
協力が得られた。この２名による記述および就
職課（当時）の担当課員の話を総合すると、本
活動は継続されているものの学内の知名度が概
ね低調であり、「内定自慢の集団」という誤解
すら生じていることがわかった。こうした問題
において、「専門性」とともに「汎用性」のあ
る能力（汎用的能力）を育成する必要性に関し
て大きな異論はないと考えられる。むしろ、「専
門性」と「汎用性」の両輪を大学教育の場でど
のように機能させ、育成していくか、が各大学
に問われていると認識する。本稿の問題意識
は、学生が汎用的能力を発揮する機会をいかに
拡張するかであり、事例研究をとおして問題の
所在を明確にし具体的な施策に展開することで
ある。
（4）汎用的能力の例示としての「ポスト近代
型能力」
　本田は教育審議会答申や経済界からの提言内
容をレビューした結果から、「従来の学力（知
識）一辺倒に陥ることなく、豊富な経験、高い
コミュニケーション能力、構想力と決断力、幅
広い教養、高い倫理観や責任感を備えるリー
ダーシップ」といった汎用的能力を「ポスト近
代型能力」としてまとめている［16］。「近代型
能力」と「ポスト近代型能力」の例示を表２に
記載した。
　本田によれば「ポスト近代型能力」の大きな
特徴として「個別的」であることが挙げられ、
その能力の形成過程の解明や測定・証明方法の
確立は途上にある［17］。「ポスト近代型能力」
の形成過程の解明に向けた検討に適する事例を
筆者が探索するなかで、上述の筆者による産学
連携PBLはその対象が当該ゼミナール学生に
限定されるため、より広範囲の学生ピア間によ
る課題解決活動の事例を探索することにした。
表２　近代型能力とポスト近代型能力の例示
近代型能力 ポスト近代型能力
基礎学力 生きる力
標準性 多様性、新奇性
知識量、知的操作の速度 意欲、創造性
共通尺度で比較可能 個別性、個性
順応性 能動性
協調性、同質性 ネットワーク形成力、交渉力
参照：本田（2005）p. 22に基づき作成　　　　　　
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む研究課題を次の２点に置いた。
　（1） 学生ピア間のキャリア発達支援の取組み
に関して、本務校を含めて計４事例を検
討することによって、各事例の特徴を抽
出する。特徴の抽出では、先行研究を援
用し「発達的ネットワーク」の重層化、
および「社会人基礎力」の発揮の観点か
ら、汎用的能力の運用状況に着目する。
　（2） ４事例からの特徴抽出を踏まえて、事例
横断的に検討した後、本務校事例の現状
の課題を明確化する。そのうえで、学生
ピア間のキャリア発達支援の活動モデル
を導出する。活動モデルには事例研究の
結果から有効性が高いと考えられる施策
内容を反映させ、仮説として提示する。
２．研究方法
２.１　考察対象
　１ .２項で記述したように、本務校の事例で
ある東京情報大学「学生キャリアアシスタント
活動」（以下、情報大）の特徴を把握するため、
他大学・機関における学生ピア間のキャリア形
成支援の事例研究も併せて必要と考えた。その
理由は本務校の現状の取組みは継続的に実施さ
れているものの、後輩学生からの認知度が低い
ことを始めとする諸課題を抱えていることが関
係者の話から窺えたためである。
　そこで他大学・機関による同趣旨の取組みを
事前に複数探索した。事例間で特性の重複が少
ないように事例を選択することを考え、俎上に
上がった事例の特性を次の２つの観点から検討
した。この２つの観点を採用した理由は、本務
校の事例が大学内で就職関連部署と連携し展開
している取組みである一方、事前に探索した他
大学・機関の事例ではその範疇に留まらない取
組みが見られたためである。
　（1） 活動の「展開範囲」：単独の組織内か、
組織横断か
　（2） 活動の「連携先」 ：組織内部署か、組織
外も含むか
点の所在を明らかにし、将来に向けて段階的発
展をめざすために、本活動事例を深堀して検討
する必要性を認識した。
　2013年度の学生キャリアアシスタント２名の
記述ではサンプル数が少ないため、2014年度の
学生キャリアアシスタントに同様の依頼をし６
名全員から協力が得られた。併せて、この活動
と趣旨が近似している他大学・機関事例を検討
することによって、本務校の現状取組みの特徴
および課題を明確にし、将来に向けて段階的に
発展させるうえでの知見を得たいと考え、本稿
の研究課題を構想した。
１.２　研究の目的
　本稿の研究目的は、学生が汎用的能力を発揮
する機会のひとつとして「学生ピア間における
キャリア形成支援」の活動を捉え、それを大学
組織として運営・支援する活動モデルを提起す
ることである。活動モデルとしては、本務校の
「学生キャリアアシスタント」活動の活性化を
念頭に置く。
　本稿の論題にある「大学生のキャリア発達過
程におけるピア間活動」とは、大学生から社会
人への移行段階におけるキャリア発達課題の解
決に向けて、学生主体による企画とその実施に
よる活動と定義する。学生は企画・実施を行う
支援側と、その企画に参加する被支援側とに大
別される場合が多い。ただし後述するNPO法
人「学生ネットワークWAN」のように活動が
法人化されている事例では、支援側、被支援側
を区別するよりも参加学生として捉えるほうが
適切と考えられる。
　また、上述の「大学生から社会人への移行段
階におけるキャリア発達課題」とは、シャイン
［18］による例示を参照し、以下のように定義す
る。すなわち、自分自身の特徴やめざす職業
に関する有効な情報を獲得することによって、
「自分の才能を活用できる機会」および「社会
人として成功を収め満足できる機会」を最適化
するために妥当な選択を行うこと、である。
　上述の研究目的を達成するため、本稿で取組
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実させるには何が必要かを明確化するため、情
報源の制約があることを認識した上で本務校以
外の３事例を対象に加えることとした。考察対
象を下記に整理した。（表３）
２.２　研究方法
　表３に記載した４事例について、次の順序で
検討する。
　（1）各事例の活動内容を整理する
　（2）（1） の活動内容から特徴を抽出する
　（3） 先行研究の「発達的ネットワーク」の概
念を援用し、各事例の活動においてネッ
トワークの重層化が見られるか検討する
　（4） 先行研究の「社会人基礎力」の概念を援
用し、各事例の活動においてどのような
社会人基礎力の運用が見られるか検討す
る
　（5） 本務校で学生ピア間のキャリア発達支援
活動を段階的に発展させることを念頭に
いて、活動モデルを導出する
　まず （1） および （2） で４事例の活動内容を
整理したうえで、活動内容から特徴を抽出す
る。活動内容の把握は、各々以下の情報源を用
いる。情報大事例は学生キャリアアシスタント
による記述文および活動報告（2014年度）、小
樽商大事例は小樽商科大学地域研究会編「大学
におけるキャリア教育の実践」における「キャ
リアデザインプロジェクト」該当箇所の記述、
スチューカツおよびWAN事例は両者のウェブ
サイト記載である。その後 （3） および （4） で先
　まず （1） の観点から、単独の組織内の取組
みとして情報大および小樽商科大学「キャリア
デザインプロジェクト」（以下、小樽商大）の
事例が該当すると考えた。一方、組織横断の取
組みとして、青山学院大学を中心として首都圏
の大学生を展開範囲としている「スチューカ
ツ！」（以下、スチューカツ）および全国規模
で展開しているNPO法人「学生ネットワーク
WAN」（以下、WAN）の事例が該当すると考
えた。
　次に （2） の観点から、情報大の事例は連携先
が大学内の就職関連部署のみである。他の３事
例は各々学外の組織との連携を図っている。順
に見ると、小樽商大の事例は大学内の就職関連
部署に加えて、同窓会組織と連携している。ス
チューカツは大学発ベンチャー企業の青山学院
ヒューマン・イノベーション・コンサルティン
グ株式会社との協働で運営されている。また
WANはインターンシップ仲介企業のビジップ
株式会社と連携している。
　上述のように、本務校以外の３事例では、本
務校の取組みで現状不充分または未着手と考
えられる部分への着手が見られる点で参考に
なる。特に、スチューカツとWANの事例は、
ICTをツールとして相補的に活用した企画が見
られる。しかしながら、事例検討に際して書籍
あるいはインターネット上の情報源に多くを求
めざるを得ない制約がある。
　本稿では、将来段階的に本務校の取組みを充
表３　考察対象の概要
事例名称
学生キャリア　　
アシスタント活動
キャリアデザイン
プロジェクト（CDP） スチューカツ !
NPO法人
学生ネットワーク
WAN
連携組織
東京情報大学
キャリア課　
（旧就職課）　
小樽商科大学
キャリア支援
センター　　
同窓会組織　
青山学院ヒューマン・イ
ノベーション・コンサル
ティング株式会社
ビジップ株式会社
活動開始
時期
2009年 2004年 2008年 2003年
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　（4） 「広い・深い」組み合わせ－「起業家的」
ネットワーク
　Higgins & Kramおよび小樽商科大学キャリア
教育開発チームほか編を参照にすると、発達
的ネットワーク特性とキャリア発達の関連は
以下のとおりである［20］。ネットワークの特
性としてキャリア発達が最も促進されると想
定されているのは （4） の「起業家的」である。
（3） の「機会主義的」では関係は広いが浅いた
め、被支援者が繰り返し頻繁に支援者とコミュ
ニケーションを図り、感情面でも近しい関係が
構築されるかどうか、その構築程度によって
ネットワークの有効性が異なってくると考えら
れている。このカテゴリーの名称が「機会主義
（opportunistic）」である所以は、被支援者がど
の程度心を開いて支援者からの支援を受けよう
とするか、どの程度積極的に支援者との関係を
深めようとするか、「日和見的（opportunistic）」
な点にある。
　（2） の「伝統的」では関係は狭いが深いため、
親子や師弟関係のような比較的強固な間柄のな
かでキャリア発達の促進がなされると考えられ
ている。しかしながら、狭い関係であるため、
支援者の支援内容が冗長になったり繰り返しに
なったりする懸念があるとみなされている。ま
た （1） の「受動的」では関係が狭くかつ浅いた
め、キャリア発達支援の有効性が低いと考えら
れている。被支援者が受動的態度から積極的に
なっていくかどうかが、有効性が高まる契機と
みなされている。
　上述の「発達的ネットワーク」の概念を本稿
で援用し、学生ピア間のキャリア発達支援活動
への参画を契機として、被支援側・支援側双方
の学生にとって「発達的ネットワーク」の関係
性が広がったり、深まったりして重層化したの
か、注視する。小樽商科大学キャリア教育開発
チームほか編で指摘されているように「信頼関
係に基づいた重層的ネットワークを作ることが
できるかどうか」が、キャリア発達上重要であ
る［21］。
行研究の概念を援用して各事例の活動内容を考
察する。以下では、先行研究の概念およびそれ
を本稿でどのように援用して考察するかを記述
する。
２.２.１　発達的ネットワーク
　Higgins & Kram［19］によれば、「発達的ネッ
トワーク」とは「被支援者のキャリア発達が
促進されることに対して積極的な関心を持ち、
キャリア発達が進むように支援行動を採る者と
被支援者の組み合わせ」である。同論文では先
行研究レビューを踏まえて「発達的ネットワー
ク」を２軸で捉え、これを仮説として提示して
いる。まず第１の軸は「被支援者と支援者の関
係の広さ」であり、それが狭いか広いかで二分
される。次に第２の軸は「被支援者と支援者の
関係の深さ」であり、それが浅いか深いかで二
分される。
　上記の２軸で構成される計４カテゴリーの名
称は以下である。（図１）
　（1） 「狭い・浅い」組み合わせ－「受動的」
ネットワーク
　（2） 「狭い・深い」組み合わせ－「伝統的」
ネットワーク
　（3） 「広い・浅い」組み合わせ－「機会主義
的」ネットワーク㛵ಀࡢ῝ࡉὸ࠸㛵ಀ       ῝࠸㛵ಀ࠙ཷືⓗࠚᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅⿕ᨭ᥼⪅ ࠙ఏ⤫ⓗࠚᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅⿕ᨭ᥼⪅࠙ᶵ఍୺⩏ⓗࠚᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅ ⿕ᨭ᥼⪅ᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅ ࠙㉳ᴗᐙⓗࠚᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅ ⿕ᨭ᥼⪅ᨭ᥼⪅ ᨭ᥼⪅
図１　発達的ネットワークの４カテゴリー
　参照： Higgins & Kram （2001） p. 279および小樽商科大学
キャリア教育開発チームほか編（2008） p. 139に基
づき作成
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系を構成する科目群の受講をとおして醸成され
ることが望ましい能力の例示として「社会人基
礎力」を挙げ、評価指標（表４）に置いている
［23］。筆者が同大の事例を参照し、産学連携
PBLの学習成果で「専門性」以外の「汎用性」
の面での評価指標に採り入れたことは１ .１項
で述べた。本稿では、学生ピア間のキャリア発
達支援活動のなかで、「社会人基礎力」のどの
ような力が運用されたのか、注視する。
　なお、発達的ネットワーク上の「支援者」、
「被支援者」はピア間活動の「支援学生」、「被
支援学生」に一義的に対応するのではなく、「支
援学生」も発達的ネットワーク上「支援者」・
「被支援者」両方になり得る。また関係性の広
がりには、卒業生や企業関係者といった社会人
も発達的ネットワーク上の「支援者」として関
与することが予測される。
２.２.２　社会人基礎力
　「社会人基礎力」の概念は、経済産業省管轄
の「社会人基礎力に関する研究会」で提起され
た［22］。これは今日の企業社会や地域社会で活
躍するために求められる汎用的能力を総括した
例示であり、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」
および「チームで働く力」から構成される（図
２）。同報告書によれば、調査対象企業3,700社
の94.4％がこうした力を重視すると回答してい
る。
　さて小樽商科大学では同大のキャリア教育体
๓࡟㋃ࡳฟࡍຊ㸦୍Ṍ๓࡟㋃ࡳฟࡋࠊኻᩋࡋ࡚ࡶ⢓ࡾᙉࡃྲྀࡾ⤌ࡴຊ㸧 ⪃࠼ᢤࡃຊ㸦␲ၥࢆᣢࡕ⪃࠼ᢤࡃຊ㸧ࢳ࣮࣒࡛ാࡃຊ㸦ከᵝ࡞ே࡜࡜ࡶ࡟┠ᶆ࡟ྥࡅ࡚༠ຊࡍࡿຊ㸧
図２　社会人基礎力の構成
　参照： 「社会人基礎力に関する研究会」中間報告（2005）
に基づき作成
表４　社会人基礎力の評価項目および評価の観点
項　　　目 評価する際の観点
①前に踏み出す力
　（Action）
Ａ－１：主体性
Ａ－２：働きかけ力
Ａ－３：実行力
指示待ちでなく、自分がやるべきことを見つけて動いたか
周囲に呼びかけ、目的に向かって周囲に働きかけたか
失敗や困難を恐れず、行動に移し取組んだか
②考え抜く力
　（inking）
Ｔ－１：課題発見力
Ｔ－２：計画力
Ｔ－３：創造力
情報分析や議論を通して問題の所在を明らかにしたか
課題解決の方法と手順を明確化し、優先度を考慮したか
既存の発想に捉われず新たな解決策を導き出したか
③チームで働く力
　（Communication）
Ｃ－１：発信力
Ｃ－２：傾聴力
Ｃ－３：柔軟性
Ｃ－４：状況把握力
Ｃ－５：規律性
Ｃ－６：ストレスコントロール力
自分の意見を相手にわかりやすく的確に伝えたか
相手の意見を聴く姿勢を作り、相手の意見を引出したか
自分の考えに固執せず、相手の意見や立場を尊重したか
チーム内での自分の役割を把握し的確に行動したか
状況に応じたマナーを意識し、適切な言動をしたか
ストレスから逃げずに、自ら工夫して適切に対処したか
参照：小樽商科大学地域研究会編（2010） p.168に基づき作成　　　
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点である。この点を考慮し、学生キャリアアシ
スタントに記述文を依頼する際に表題を「活動
から感じたこと」として、活動の効果の対象を
中立的な設定とした。
　記述文の依頼は、筆者からキャリア課をとお
して2013年度（第５期）および2014年度（第６
期）の学生キャリアアシスタントに対してなさ
れ、結果、第５期の２名と第６期の６名から回
答が得られた。また第６期学生キャリアアシス
タントから、自主企画ごとの報告文書の提供を
受けた。この報告文書には、参加人数、企画を
知った手段および参加学生の感想コメントが記
載されている。
　以下で、学生キャリアアシスタントの記述お
よび参加学生の感想コメントは原則、原文のま
ま記載し、表記の揺れや重複等を整えた。学生
氏名は個人情報保護の観点から非公開とする。
３.１.１　活動概要
　学生キャリアアシスタントは、比較的早期に
内定を取得した４年次生のなかから大学キャリ
ア課（旧就職課）によって依頼される。その活
動は当該課の管轄のもとで補佐的に実施される
ものと、学生キャリアアシスタント主体で企画
されるものに大別される。前者に該当する活動
は、例えば当該課が発行する「キャリアニュー
ス」で就職活動の助言記事が掲載されるといっ
たように不特定多数の後輩学生に対して支援す
る形態である。
　後者の活動は、学生キャリアアシスタントに
３．事例の検討
　以下では、考察対象事例に関して活動内容を
整理したうえで特徴を抽出する。それを踏ま
え、「発達的ネットワーク」の観点から、活動
への参画を契機として被支援側・支援側双方の
学生にとって「発達的ネットワーク」の関係性
が広がったり、深まったりして重層化したのか
を検討する。また「社会人基礎力」の観点から
は、「社会人基礎力」のどのような力が運用さ
れたのかを検討する。
３.１　東京情報大学の事例～「学生キャリア
アシスタント」活動～
　本務校の事例検討に際して主要情報源とした
のは、学生キャリアアシスタントによる「活動
をとおして感じたこと」の記述文である。これ
は、A4 用紙で約１枚（約1,000字）の自由記述
方式である。記述文の表題を「活動をとおして
感じたこと」に設定した理由は下記である。ま
ず本活動の設立趣旨は「内定を順調に取得した
４年生が後輩学生に対して就職活動関連の情報
提供や助言を行う」ことであり、活動の第一義
的効果は「後輩学生が学生キャリアアシスタン
トからの支援を有効と感じたか」にある。
　しかしながら他大学・機関事例を事前に探索
した結果、小樽商大事例から示唆を得たこと
は、同大教員による考察に「ピア間活動参画後
に同大の４年生に仕事観の深まりのうえで成長
が見られた」という趣旨の記述［24］が見られた
表５　記述文を作成した学生キャリアアシスタントの属性
活動年度 所属学科 性別 自主企画への関与時期
2013 環境情報 男性 2013年後期～2014年１月
2013 情報ビジネス 男性 2013年前期～2014年１月
2014 情報システム 男性 2014年前期～2015年１月
2014 情報システム 男性 2014年10月～2015年１月
2014 情報ビジネス 男性 2014年前期～2015年１月
2014 情報ビジネス 男性 2014年後期～2015年１月
2014 情報文化 男性 2014年６月中旬～2015年１月
2014 情報文化 女性 2014年前期～2015年１月
参照：学生キャリアアシスタントによる記述に基づき作成　　　　　　　　
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引用する。
　・ 学生キャリアアシスタントを始めたときに
友達から「キャリアシって結局は内定貰っ
た自慢話する人たちでしょ」と言われたの
で、後輩のためを思って活動していても認
知度が低いために、噂が独り歩きしている
と感じました。そのようなことを言われな
いためにも、自分が関わる後輩には誠心誠
意対応して有益な情報を伝えられたらと思
い、これまで活動してきました。
　・ リピーターとして来てくれた学生が数人い
ました。そういった学生はイベントを良
かったと感じている学生でした。また少々
詳しく就活のことについて個別に話をした
学生でした。そういった一人一人に踏み込
んだ活動のほうが来てくれると感じまし
た。
（2）2014年度活動
　自主企画の2014年度実施概要を表７に記載し
た。「おしゃべりカフェ」は、テーマを就職活
動に限定せず実施された。11月のエントリー
シート対策講座は参加者数が少なく、12月と１
月の「スタートダッシュ」企画で３年生の参加
者が増加した。
　活動をとおして学生キャリアアシスタントが
感じたことは次の５点に集約される。
　第一に、３年生の当事者意識が低かったこと
である。以下、記述文から引用する。
よる自主企画に集まった後輩学生に対して支援
する形態であり、本稿では後者を考察対象とし
た。記述文を作成した学生の属性を表５に示し
た。
（1）2013年度活動
　自主企画の2013年度実施概要を表６に記載し
た。外部講師を招聘した講座、特にエントリー
シート対策講座の参加者が40名であり、それ以
外は参加者が少なかったといえる。
　活動をとおして支援側の学生が感じたことは
次の２点に集約される。
　第一に、３年生の当事者意識が低かったこと
である。以下、記述文から引用する。
　・ 実際に就職活動中の学生と話していて、12
月の時点で志望業界、志望職種を絞れてい
ない学生が９割でした。現時点で絞れてい
ないということは、２月、３月と春休みに
入り大学に通うことが少なくなるときに積
極的に活動する学生とそうでない学生に差
が出ると思いました。
　・ これまでの活動をとおして、情報大の学生
は就職活動を意識し、実際に行動するのが
全体的に遅いと感じました。準備期間が短
く、就職活動中に自己PRなどの準備をせ
ざるを得ないので後手後手を踏み、内定を
得られる企業を逃していると思います。
　第二に、学生キャリアアシスタント活動の認
知度が低かったことである。以下、記述文から
表６　2013年度自主企画の実施概要
内　容
企画の種類 内　　　　　容 参　加　者
就活ナビ活用講座 リクルート社から講師招聘、キャリア課ス
タッフが注意点を補足、学生キャリアアシス
タントが活用実例を紹介
３年生：20名
エントリーシート講座 リクルート社から講師招聘 ３年生：40名
就職活動で気をつけたい
こと講座
学生キャリアアシスタントの経験に基づく話 ３年生：数名
企業説明会講座 学生キャリアアシスタントの経験に基づく話 ３年生：数名
女子のための就職講座 女子学生対象の就職活動の留意点の指導 ０名
参照：2013年度学生キャリアアシスタント２名による記述に基づき作成　
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動をしていたか等、ほとんどのメンバー
が「存在は知っているけれど良くわからな
い」といった感じでした。そこで、まずは
「学生キャリアアシスタント」が何をする
グループなのか、そしてどのような活動を
し、その存在を知ってもらう為に話し合い
を何度も設け、様々なことを決めました。
具体的には、「就職活動の経験を活かし、
『学生目線』でのアドバイスをすること」
とした。
　第三に、後輩学生が求めている情報が多岐に
亘ったことである。以下、記述文から引用する。
　・ 私が学生キャリアアシスタントの活動をと
おして、後輩への支援を行ってきて感じた
ことは「支援活動の難しさ」である。私は
イベントを企画する前に、後輩が就職活動
に対して一体どのようなことで悩んでいる
のか、あるいは何がわかっていて、何がわ
からないのかといったことを把握するため
に聞き込みを行った。なぜならば、後輩に
とって必要な情報やノウハウを、実際に就
職活動を行ってきた私達の目線でわかりや
すく伝えなければならないと考えたからで
ある。この時、ゼミの後輩数人に話を聞
き、また他学科の学生に対しても聞き込み
　・ 11月のイベントは就活に関係するところだ
というのに参加者は２人でとどまった。こ
の時私は情報大生大丈夫か？という気持ち
であった。それとも自己分析など完璧にで
きると思っている学生が大半なのか？どち
らにしても大問題だと考える。
　・ 現実感の薄い人が多い印象も受けました。
自分の事なのにどこか他人事というよう
に、のんびりして実感に欠けるというか、
まだ何とかなるという考えの人がいると思
います。
　・ イベントへの参加を呼び掛けても、無反応
だったり、「まだ大丈夫ですよ」と返され
たり、「なんとかなる精神」が強く、全く
と言っていいほどやる気の見られない学生
が大多数でした。イベントへ参加する学生
も、いつも決まった顔ぶれで、意識の高い
学生が居ることはとても嬉しいのですが、
その他の学生の今後が気になって仕方あり
ませんでした。
　第二に、学生キャリアアシスタント活動の認
知度が低いことを認識し、改善を目指していた
ことである。以下、記述文から引用する。
　・ 私達が就職活動をする際、前年度の学生
キャリアアシスタントがいつどのような活
表７　2014年度自主企画の実施概要
内　容
企画の種類 内　　　　　容 参　加　者
おしゃべりカフェ（2014
年10月８、10日開催）
就職活動に限定せず茶話会 １～３年生：約20名
（２回実施の合計）
おもひでぽろぽろ
（2014年11月４日開催）
エントリーシートを意識して自己分析を実際
に書きながら指導
３年生：２名
就活スタートダッシュ
（2014年12月８日開催）
企業説明会のウェブサイトにエントリーする
実習および就職活動全般に関する学生キャリ
アアシスタントの経験に基づく助言
３年生：30名
大学院１年生：１名
就活スタートダッシュ
（ 履歴書編）（2015年１月
19日開催）
履歴書の書き方に関する学生キャリアアシス
タントの経験に基づく助言
３年生：50名
就活スタートダッシュ
（ 面接編）（2015年１月26
日開催）
面接の実技および学生キャリアアシスタント
の経験に基づく助言
３年生：40名
参照：2014年度学生キャリアアシスタント６名による記述および企画毎の報告文書に基づき作成　
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　第五に、後輩を支援するイベントを企画し実
行した経験が自分にとって役立ったという指摘
があったことである。以下、記述文から引用す
る。
　・ キャリアシの活動を通じて、私はまた一つ
できることが増えた気がします。みんなで
一から企画して宣伝して人集めてイベント
として実行する。これは社会に出ても必ず
なにかしらで役に立つと思うところなので
大学生最後の半期間でこのようなチャンス
を与えてくれたキャリア課のみなさん、振
り返るきっかけを与えてくれた先生、そし
て一緒に活動してくれたメンバーの人達に
感謝しかありません。ありがとうございま
した！
　・ 学生キャリアアシスタントの活動を通して
学んだことや感じたことを、私はゼミの３
年生たちへの就活指導で活かしておりま
す。（中略）毎週のように就活指導（現在
までマナー講座・グループワーク実習・グ
ループディスカッション実習・模擬面接）
を行っておりますが、そうすることで少し
ずつ、彼らの意識が変わっていくのを目に
見えて感じることが出来ます。初めは良く
理解していなかった子たちも、指導が進む
につれて自分から質問をしてくれるように
なったり、自分から行動してくれるように
なったり……真剣な顔で私の話を聞きなが
らメモを取る彼らを見ていると、自然と私
も、彼らのために「頑張りたい」と思えま
す。
　なお、2013・2014年度ともに活動の広報手段
として、ポスター、チラシ、キャリア課発行の
キャリアニュースおよび学内放送が使用され
た。ICT関連ではフェイスブックとツィッター
が使用された。
３.１.２　特徴抽出
　前項の活動概要を踏まえて、活動の特徴を３
点抽出した。第一に、被支援側学生の意識が低
いこと、第二に、学生キャリアアシスタント活
を行った。（中略）そもそも就職活動とは
何かを知らない学生、SPIの対策法を知り
たがっている学生、業界は決まっているが
企業選びを迷っている学生。このように抽
象的な情報を求めている層と、より具体的
な情報を求めている層と、その中間の情報
を求めている層に分かれたのだ。
　第四に、就職活動が本格化する３年生だけで
なく１～２年生の参加者からも肯定的評価が得
られたことである。就職活動にテーマを限定し
なかった「おしゃべりカフェ」の企画は１～２
年生が気軽に参加し得たことが窺え、本活動が
今後ピア間支援として就職（出口）だけでなく
中間（教学）面でも展開することの意義を示唆
する。以下、記述文および報告文書の参加学生
コメントから引用する。
　・ イベント自体に関してですが、就活準備を
意識したものが多く、参加した学生からは
満足の声が多く挙がっておりますし、私た
ちもそれを実感しています。（学生キャリ
アアシスタント）
　・ 会社説明会をテーマとしたイベントでは、
就活支援サイトを用いて実際に説明会へエ
ントリーしてもらうといった実体験型のイ
ベントが功を奏し、32人もの学生が参加す
る非常に好評なイベントとなった。学生か
らは「大学で行っているキャリア形成の講
義よりも身近に感じたので、内容がよく伝
わってきた」という意見があった。
　・ 普段体験出来ない“他人との話し合い”が
出来て、とても良い経験になった。（３年
生）
　・ コミュ力ゼロの私もこれでコミュ力アッ
プ。（３年生）
　・ 充実した話が出来た。上級生と話すことは
コミュニケーションの訓練に非常に有効だ
と思う。（２年生）
　・ めっちゃお菓子が食べられていい感じでし
た！（１年生）
　・とても楽しかった。（１年生）
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ろう。
②支援側
　2014年度学生キャリアアシスタントの記述の
なかに、活動をとおして自分自身が達成感や成
長を感じられたことを窺わせる内容があった。
活動をとおして自身の効用を感じるかは個人差
があり、かつサンプル数が限られているため現
時点での一般化はできない。しかしながら、支
援側学生にとっての有効性の指摘が小樽商大事
例にも見られるので、着目したい。
３.１.３　発達的ネットワークおよび社会人
基礎力の観点からの考察
　活動概要と特徴の抽出を踏まえ、以下では
「発達的ネットワーク」の重層化および「社会
人基礎力」の発揮の両側面から検討する。検討
では被支援側と支援側に分けて見ていく。
（1）発達的ネットワーク
①被支援側学生
（a）３年生の場合
　学生キャリアアシスタントがまとめた2014年
度活動毎の報告文書を参照すると、３年生の参
加者がイベントを知ったきっかけは「ゼミナー
ル教員から配布されたチラシ」が首位で、次に、
「大学の学習支援システム“JPort”」であった。
広報手段として「教員－学生」という「伝統的
関係」の活用が有効だったといえる。
　発達的ネットワークの特性を検討すると、活
動への参加によって他学科・他学年の学生と接
する機会を得たことことから人間関係の多様性
が高まったといえる。従来の「伝統的関係」か
ら「機会主義的関係」へネットワークが重層化
する契機と捉える。前述した先行研究Higgins 
& Kramの指摘にあるように、「機会主義的関
係」では「伝統的関係」よりメンバーの多様性
が高まっているものの、メンバー間の関係性は
弱いと考えられている。
　今後さらにネットワーク特性が「起業家的関
係」へ重層化するのか、を考える上で鍵のひと
つは「参加リピーター」であろう。学生キャリ
アアシスタントの記述のなかに、少数ながらリ
動の認知度が低いこと、第三に、被支援側・支
援側学生ともに活動からの有効性が感じられた
兆候が見られること、である。
（1）被支援側学生の意識
　３年次の12月の時点で志望業界や職種が絞れ
ていない学生、やりたいことがわからない学
生、何を相談していいかわからない学生等の存
在が学生キャリアアシスタントの記述から窺わ
れた。３年生が自ら業界・企業研究したり自己
の特徴抽出をしたりしていないため、支援側学
生が自らの経験に基づく情報を提供してもピン
とこない様子に対して、支援側学生が不安を抱
く結果となった。
（2）活動の認知度
　支援側学生はキャリア課から「学生だからこ
そできること」を依頼されており、「学生目線」
の活動を心がけていた。従来、就職活動の助言
は主に教職員からなされる場合が多かったた
め、学生ピア間で何をどのように助言するかに
ついては試行しながら進めているというのが現
状である。例えば「内定自慢」との根拠のない
噂が存在することが学生キャリアアシスタント
の記述からわかり、学生ピア間でのキャリア発
達支援活動の趣旨が浸透することは容易でない
ことが窺える。
（3）活動の有効性の兆候
　以下では、被支援側と支援側に分けて見てい
く。
①被支援側
　2014年度の「おしゃべりカフェ」に参加した
学生は感想コメントに、学年が異なる学生と茶
話会形式で話すことができた場を「楽しかっ
た」、「コミュ力ゼロの自分でも話せた」等、自
分にとって有効だった旨を記している。学生
キャリアアシスタントの記述においても「個
人的に相談にのるほうが踏み込んだ話ができ
た」や「参加者どうしが話をするイベントが好
評だった」ことが挙げられている。学生ピア間
の「双方向の情報交換」の場を提供すること
が、活動の有効性を高める上で鍵のひとつとな
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ション力を試そうと考えたり、３年生は就職活
動に危機感を持って何か有用な情報を得たいと
考えたりしたことが窺える。社会人基礎力のな
かの「主体性」が高まった兆候が見られる。学
生キャリアアシスタントの記述によれば「主体
性」とは「当事者意識」であり、３年生の意識
の高まりが12月以降では「遅い」と感じられて
いた。
　また学生キャリアアシスタントの記述で、３
年生向け企画「スタートダッシュ」に参加した
学生達は質問が少なかったけれども、話を聴く
姿勢がすばらしかったとあり、社会人基礎力の
「規律性」が運用された兆候が窺える。
②支援側学生
　学生キャリアアシスタントの記述を参照する
と、「学生目線」での企画をキャリア課から期
待され、自律的に活動を行う過程をとおして、
「働きかけ力」や「発信力」が運用されたと捉
えられる。また2014年度の活動過程で、「おも
ひでぽろぽろ」というエントリーシート対策の
企画への参加者が少なかった原因を検討し、開
催日時の設定や告知チラシの記載に細心の注意
を払うなどの工夫を施したことが記述されてお
り、「課題発見力」や「ストレスコントロール」
の発揮が窺えた。
　さらに「セミナー」の限られた時間のなかで
後輩学生に情報提供する「計画力」とともに、
「おしゃべりカフェ」のような懇談会では後輩
の話を引出す「傾聴力」も運用されたと考えら
れる。
３.２　小樽商科大学の事例～「キャリアデザ
インプロジェクト（CDP）」～
　以下では、小樽商科大学地域研究会編「大学
におけるキャリア教育の実践」で本事例が掲載
されている章［25］の執筆者江頭（同大学商学
部）による記述を引用または参照し検討する。
３.２.１　活動概要
　同大では2004年の国立大学法人化に際して、
就職課が学生課から分かれ2008年にキャリア支
援課となった。さらにキャリア支援課の管轄下
ピーターの存在が示されていた。ピア間のイベ
ントへ繰り返し参加することをとおして、支援
学生と被支援学生の関係性が深化し、一歩踏み
込んだ助言関係になり得るか、それは被支援側
学生の当事者意識が高まることやイベントの認
知度が上がることと無関係ではないだろう。学
生キャリアアシスタント活動のフェイスブック
とツィッターが存在することから、参加学生
による口コミが ICTツールによって広がる潜
在的な可能性がある。こうした点に関しては、
2015年度以降継続的に本活動事例を検討する際
の課題である。
（b）１～２年生の場合
　彼らは専門ゼミナールへの所属前であり、
１～２年次の基礎演習や語学のクラスが同じで
ある等の事情で一緒にいることが多い学生どう
しの関係性、並びにサークル内の学生との関係
性が主であると推察する。「おしゃべりカフェ」
参加学生の複数のコメントで「普段接点がない
人との会話」ができた旨が記されていることか
ら、参加前の彼らのネットワーク特性は人間関
係の多様性が低く、かつつながりが弱い「受動
的関係」に相当する。「おしゃべりカフェ」の
ような他学年・他学科生と懇談可能なイベント
に参加することをとおして、多様性が高められ
「機会主義的関係」へ重層化する契機となった
と捉えられる。
②支援側学生
　学生キャリアアシスタントは早期に比較的順
調に内定を取得した学生達であることから推察
すると、活動開始前のネットワーク特性が「受
動的」であったとは考え難い。同じ学科・ゼミ
ナール学生や教員との「伝統的関係」が主で
あったが、本活動への参画を契機に関係性の幅
が他学科や他学年へ拡張し、「機会主義的関係」
へ重層化されたと考えられる。
（2）社会人基礎力
①被支援側学生
　イベントに参加した動機に関して報告文書を
参照すると、１～２年生は自らのコミュニケー
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講演会のチラシを配り、部活の後輩たちを
「無理矢理引っ張り込んで」イベントを開
催していたという。
　第二に、大学のキャリア支援部署と相補的な
関係のもとで学生の自主活動として位置付けら
れていることである。江頭は「大学側の手の届
かないものに対する学生ならではのキャリア支
援に主眼を置いている」と記述している。
　第三に、同窓会組織「緑丘会」と連携して在
籍学生の就職活動を支援していることである。
当初、同窓会組織は在学生の就職活動資金の貸
出面から関与していた。この関与は自主活動の
元メンバーからの働きかけによるものであっ
た。2006年以降は、資金面だけでなく情報提供
面における連携として東京で企業セミナーを開
催している。企業セミナー参加の在学生が卒業
生と懇親会の場で知己を得る機会も持てるよう
になった。
　第四に、活動参画をとおして支援側学生に成
長が見られるという指摘があることである。江
頭は次のように記述している。
　・ 学生の最初の動機は設立メンバーを除く
と、先輩学生に対するあこがれや、思い出
作りという比較的軽いものが多い。これは
他の一般学生に比べれば、多少熱心という
程度のものであるともいえる。
に、学生支援に特化したキャリア支援センター
が開設された。本活動は2004年に学生自治会委
員長の４年生を中心に、自らの就職活動をとお
して知り合いになった４名のメンバーで自主活
動として開始されたものである。
　以降、参画学生が次第に増え毎年約20名の４
年生が担っている。同大には就職活動やキャリ
アデザインに関する自主的プロジェクトが複数
存在する。本項で見る「キャリアデザインプロ
ジェクト」は大学や卒業生組織との連携が最も
強いと学内で捉えられている。活動概要を表８
に記載した。
　活動状況は次の４点に集約される。
　第一に、活動の認知度が当初低かったことで
ある。以下、江頭による記述を引用する。
　・ 大学会館の一室や教室を借り、エントリー
シート講座や面接講座、相談会のようなこ
とを月２～３回程度行っていたが、他の学
生の反応は鈍かったという。設立メンバー
のひとりは「最初は知名度が低いせいか、
正直あまり反応は良くなかったです。何か
おかしなことをやっているな、というくら
いの反応でした。イベントをやっても集客
がうまくいかない、という状況でした」と
回想している。
　・ メンバーたちは学内中にポスターを貼り、
表８　「キャリアデザインプロジェクト」の実施概要
内　容
企画の種類 内　　　　　容
エントリーシート指導 ボランティア学生が後輩に作成指導（設立当初からの企画）
面接指導 ボランティア学生が後輩に指導（設立当初からの企画）
就職活動セミナー 就職関連書籍の執筆者・就職情報企業関係者を招聘
情報提供・相談回答 ・ウェブサイト内で就職関連情報の提供
・電子掲示板による相談受付と回答
同窓会組織との連携によ
る在学生支援
・就職活動資金の貸し付け（2005年度より開始）
・東京企業セミナー開催（2006年度より大学と共催）
・ 東京企業セミナー特別企画として卒業生との懇親会開催（2007年
度より開始）
参照：小樽商科大学地域研究会編（2010） pp. 112-113に基づき作成　
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（3）支援側学生の成長
　江頭によれば、支援側学生の参加動機は比較
的軽い場合が散見されるようである。しかしな
がら活動過程で他学科の学生や社会人との人間
関係が拡張するにつれて、卒業後の仕事に対す
る認識を深めていくようになる。江頭は、この
就職支援ボランティア活動をモデルとして、学
生自主活動を大学のキャリア教育体系に組み込
む計画に着手すると記述している。学生間ピア
活動をキャリア教育の一環としてどのように位
置付ければ、学生目線での自律的活動の趣旨を
活かすことになるのか、本務校での展開におい
ても重視したい論点である。
３.２.３　発達的ネットワークおよび社会人
基礎力の観点からの考察
（1）発達的ネットワーク
①被支援側学生
　江頭の記述［26］によれば、当初参加者が集ま
らず部活動の後輩を直接勧誘したとのことであ
る。被支援側学生の発達的ネットワークの特性
は、人間関係の多様性が低く、関係性が弱い
「受動的関係」、または多様性が低く、関係性が
強い「伝統的関係」であったと推察する。活動
参加後は、他学科、他学年の学生および卒業生
と接する機会を得て関係性の拡張が図られたこ
とから「機会主義的関係」へ重層化したと考え
られる。
②支援側学生
　江頭の記述［27］によれば、本活動に参加する
４年次生は毎年20名前後であり、４年次生達
は「活動過程で他業種に就職した学生や社会人
と話をするようになった」とある。したがって
参加当初は学科やゼミナールが同じといった狭
い範囲で深いつながりを特性とする「伝統的関
係」のなかにいたと推察する。本活動をとおし
て、他学科、他学年、社会人といった広い範囲
で浅いつながりを特性とする「機会主義的関
係」へ重層化したと考えられる。
　同窓会組織との連携がさらに緊密となれば、
広い範囲で深いつながりを有する「起業家的関
　・ 活動の過程で他業種に就職した学生、ある
いはセミナーに来る社会人らと話をするに
つれて、仕事に対する認識を深めていくよ
うになるようである。特に「働くとは？」
ということを社会人になる前にもう一度
しっかり考えておくということは、考える
癖をつけることの重要性を認識させる。
　・ 学生たちはエントリーシートや面接の指導
をしていくうちに、自分たちが就職活動を
していた時には気がつかなかった自己分析
や、他者分析の意味を考えるようになると
も回想している。
　なお、本活動の広報手段は、ポスター、チラ
シ、部活動後輩への直接勧誘および就職ガイダ
ンス時の呼びかけである。ICT関連ではウェブ
サイト上の掲示板が使用された。
３.２.２　特徴抽出
　前項の記述を踏まえて、活動の特徴を抽出す
ると次の３点である。第一に、開始当初の認知
度が低かったこと、第二に同窓会組織との連携
を強化していること、第三に支援側学生に成長
の兆候が見られること、である。
（1）活動の認知度
　活動開始のきっかけは、大学側が就職支援体
制の遅れに対する危機感を持ち、「学生だから
こそできること」を４年学生に依頼したことで
あった。知名度向上のため、設立当初の学生た
ちは複数の広報手段を採り、また自らの人脈
を動員して参加募集を行っていた。この点は
３ .１項で見た情報大の事例と共通性がある。
（2）同窓会組織との連携
　本活動を開始した当初の学生が学生自治会の
執行部委員長だった経緯で同窓会組織とつなが
り、以降同窓会組織と連携している。就職活動
資金の貸付けから着手し、その後就職情報の提
供へ拡張し、さらに卒業生の人的支援（懇親・
助言）へと連携が強化されてきている。こうし
た連携は、筆者本務校での今後の展開を考える
うえで参考となる点である。
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３.３　「スチューカツ！」の事例
　本項では、大学生が青山学院ヒューマン・イ
ノベーション・コンサルティング株式会社と連
携して実施している就職支援活動に関して、ス
チューカツのウェブサイト［30］を参照して検討
する。ウェブサイトを主要情報源としているた
め、検討に際しての情報は限定的である。しか
しながら、スチューカツが ICTを活用した活
動を展開し、活動に関する情報発信をウェブサ
イトに比重を置いて実施していることから、サ
イトから得られる情報は一定の質・量を充足し
ていると判断した。
３.３.１　活動概要
　この活動は、「青山学院ヒューマン・イノ
ベーション・コンサルティング株式会社（呼
称   青山学院Hicon）」と協働して、就職活動支
援セミナーを企画・運営しているプロジェク
トチームである。協働する青山学院Hiconは、
係」へと展開する可能性がある。
（2）社会人基礎力
①被支援側学生
　江頭の記述［28］で、当初の参加者数は少なく
就職活動が本格化していくにつれて学生の関心
が高まるようになったとある。就職活動の当事
者として危機感を持ち、行動するという「主体
性」が高まったと考えられる。
②支援側学生
　江頭の記述［29］では「就職内定後、卒業論文
作成以外ではあまり大学に来ることもなく、無
為に過ごしてしまうことも多い」、「学生の活動
自体は小樽商科大学で行っているキャリア教育
ではなく、彼らが持つ自立性、自発性はかなら
ずしも大学側の設計の結果ではない」とある。
教員の江頭から見て支援側学生が「働きかけ
力」や「発信力」に該当する力を発揮していた
ことが窺える。
表９　「スチューカツ！」の2014年度実施概要
内　容
企画の種類 内　　　　　容
就職活動スタートアップ
セミナー
業界別内定者によるパネルディスカッション、パネラーとの交流
（2014年６月26日開催）
インターンシップセミ
ナー
インターンシップの目的、成功事例、失敗事例の紹介
（2014年７月24日開催）
業界研究セミナー 企業関係者および就職活動専門講師による解説、参加学生のグルー
プディスカッション
・メーカーおよび商品開発編（2014年11月14日開催）
・金融業界編（2014年12月４日開催）
・IT業界編（2014年12月18日開催）
相談会 内定者に就職活動に関する相談、企業関係者へ質問
（2015年１月15日開催）
企業関係者との交流会 ・企業関係者へ質問、自己アピール
・青山学院Hicon編の企業情報冊子の配布
・キャリアカウンセリング（先着順受付・無料相談）
　（2015年２月７日開催）
情報提供・交流
（ウェブサイト）
・企画イベント内の広報、参加登録
・就職活動情報の掲載
・企業情報の掲載（業種別の企業情報と当該企業サイトへのリンク）
・筆記試験対策の情報掲載
・ SNS（フェイスブック、ツィッター）と連動し参加者のコミュニ
ティを形成
参照：スチューカツのウェブサイトに基づき作成　
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2008年に青山学院大学が70％、同大教員５名が
30％出資して資本金1,500万円で設立され、同
大学教授（玉木欽也）が代表取締役を務めてい
る。
　同社の設立目的［31］は、青山学院大学の社会
連携機構ヒューマン・イノベーション研究セン
ターが推進してきた国家プロジェクト（文部科
学省、経済産業省等）や産学連携共同研究、国
内外の他大学との連携による実績を踏まえて、
次世代経営や国際社会におけるリーダー育成を
めざして、研修プログラム活動とコンサルティ
ング業務を担うことである。
　スチューカツは2010年に青山学院大学の学生
が中心となり発足し、現在は首都圏の大学生に
も参加の門戸を開いている。活動目的は、「セ
ミナーによる就業力の向上、就活生同士の交流
を通し、就職活動を学生同士で助け合い支援し
合う学生コミュニティを形成」を掲げている。
活動概要を表９に記載した。
　活動状況は次の３点に集約される。
　第一に、活動組織が大学発ベンチャー企業と
の協働であることである。スチューカツ自体は
学生の自主活動プロジェクトであるが、上記の
ベンチャー企業と連携している。例えば、同社
の施設を使用してイベントを開催し、同社が編
さんする企業情報冊子をイベントで配布してい
る。
　第二に、ウェブサイトと開催イベントを連動
させていることである。イベントの告知や申し
込み登録はウェブ上でなされており、ICTによ
る非同期コミュニケーションと対面型イベント
による同期コミュニケーションとを相補的に実
現させている。対面での交流とSNSでの交流
によって、学生コミュニティ形成がスチューカ
ツをとおして図られている。
　第三に、首都圏在の大学生横断での参加を可
としていることである。青山学院大学の学生が
多数と推察するが、参加登録はウェブ上で行わ
れることから基本的に大学横断である。
　なお、本活動の広報手段はウェブサイトおよ
びそれと連動したフェイスブック・ツィッター
である。
３.３.２　特徴抽出
　今般の検討はウェブサイトを主要情報源とし
ており、限定的な情報であることは否めない。
サイトに記載されている文言から類推可能な特
徴は次の３点である。
　第一に、イベント参加者間の距離が近いこ
と、第二に、学生目線で優良企業の発掘をめざ
していること、第三に、業界別に掘り下げた情
報提供を行うことである。
（1）参加者間の近い距離
　イベントの参加定員を事前申し込み制で40名
としている。イベントには申し込み学生のほか
に、就職内定者および企業関係者が一堂に会す
る。セミナー構成は二部制で、前半はパネル
ディスカッションを聴くことが主体、後半は交
流会での質疑応答や意見交換を主体にしてい
る。
（2）学生目線で優良企業を発掘
　「学生目線」の企画であることを前面に打ち
出している。スチューカツと協働する青山学
院Hiconの代表取締役玉木［32］によれば、ス
チューカツは「先輩から後輩へのノウハウ伝
授」、「学生による学生のための就職活動支援」
を原点としている。
（3）業界別に掘り下げた企業情報の提供
　イベントは業界別に開催される。当該業界の
企業内定者や企業関係者を招聘し、業界の内輪
の話が聞けることをアピールしている。また
ウェブサイトには業界別に企業情報が掲載され
ており、そこから企業の採用関連ページへリン
クが貼られている。
３.３.３　発達的ネットワークおよび社会人
基礎力の観点からの考察
（1）発達的ネットワーク
①被支援側学生
　活動参加前は、所属大学内での人間関係が主
体の「受動的関係」または「伝統的関係」であっ
たと推察する。この推察は、情報大および小樽
東京情報大学研究論集  Vol. 19  No. 1  pp. 59-86（2015） 77
商大の事例における被支援側学生の場合から類
推した。活動参加を契機として、首都圏在の他
大学の学生および企業関係者との広く・浅いつ
ながりを特性とする「機会主義的関係」へ重層
化すると考えられる。
　この活動では、首都圏の他大学の学生ととも
にイベントに参加する機会や招聘する企業関係
者と交流する機会が多数提供されるため、単独
大学での４年次生主体のキャリア発達支援活動
と比較して、発達的ネットワークにおける人間
関係の多様性が大幅に拡張される。
②支援側学生
　本活動は2010年以降継続的に実施されてお
り、ウェブサイトが毎年度更新されている。大
学発ベンチャー企業と連携しているため、学生
主体の組織へのバックアップ体制が強固で、活
動基盤が盤石といえる。この活動に支援側とし
て参加する学生は、前年度に被支援側であった
場合が多いと考えられ、人間関係の多様性を求
める傾向が従来から強いと推察する。活動をと
おして、他の内定者や招聘する企業関係者との
つながりが増えることから「機会主義的関係」
が一層拡張すると考えられる。
（2）社会人基礎力
①被支援側学生
　イベントに参加するためには事前申し込みが
必要であり、当事者意識を持って参加する「主
体性」の発揮が要請される。また、イベントで
は自分が志望する業界の内定者や企業関係者
に対して意見交換することになるので、「発信
力」、「規律性」、「ストレスコントロール」の運
用が図られると推察する。
②支援側学生
　前年度に被支援側だった学生が次年度に支援
側に回るといった継続性が図られていると考え
られることから、支援学生は元々「働きかけ
力」、「発信力」といった基礎力が備わっていた
可能性がある。支援側として、後輩たちがどの
ような情報を求めているかを把握し、それを企
画につなげていくために「傾聴力」と「課題発
見力」が発揮されると考えられる。
３.４　特定非営利活動法人「学生ネットワー
クWAN」の事例
　本項では、「学生ネットワークWAN」のウェ
ブサイト［33］の記載を参照して事例を検討す
る。ウェブサイトを主要情報源としているた
め、検討に際しての情報は限定的である。しか
しながら、WANが ICTを活用した活動を展開
し、活動に関する情報発信をウェブサイトに比
重を置いて実施していることから、サイトから
得られる情報は一定の質・量を充足していると
判断した。今後は、活動の関与観察や関係者へ
の聴き取りを検討する。
３.４.１　活動概要
　WANは2003年10月に任意団体として活動を
開始し、2005年にNPO法人化した。活動目的
として「同じ志を持った学生が大学の枠を超え
てつながるネットワークを作る」ことを挙げて
いる。活動方針は「３つの非常識でみんなのや
りたい！を応援する」とあり、この３つとは
「学生の力で」、「地方都市 /福岡で」、「少ない
人数で」が該当する。また主催はWAN本体に
よるもの、インターンシップ事業を行う株式会
社ビジップによるもの、および共催によるもの
に大別される。活動概要を表10に記載した。
　活動状況は次の３点に集約される。
　第一に、活動組織をNPO法人化しているこ
とである。学生間ピア活動の本体組織を法人化
し、（株）ビジップを始めインターンシップ協
賛企業と連携している。第二に、ICTの活用を
グループワークに組み込んでいることである。
例えば、「CAMPASS→」では話を聴いた後に、
アプリケーションソフトを操作しながら学生グ
ループで検討する場が設定されている。
　第三に、学生間活動を主体とするインターン
シップを実施していることである。ICTを活用
して時間と場所の制約を緩和し、学生チーム制
による新規事業提案の作成と導入という形態が
採られている。当該提案の成果は、インターン
シップ協賛企業の関係者が新規事業を導入する
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（2）対面と非対面の補完
　社会人講師によるアイデア発想・プログラミ
ング等に関するセミナーやベンチャー企業説明
会の開催は福岡市であるが、情報ネットワーク
の活用によって、インターンシップにおける事
前セミナーや学生ピア活動は「時間と距離に縛
られない」活動を実施している。
　動画やSNSを意見交換ツールとして活用す
るほか、インターンシップに先だって、e-ラー
ニングによる基礎的トレーニングを実施してい
る。
（3）学生ピア活動主体のインターンシップ
　WANはインターンシップの現状の課題とし
て、「期間が限定的」、「企業側の学生指導の負
担」、「社会貢献的な内容に留まる」等を指摘し、
それを解決する方法として学生ピア活動主体を
提起している。事前に、「社会人基礎力」や「ビ
ジネスマナー」に関する基礎的トレーニングを
行った上で、インターンシップ活動自体を学生
場合の売上げ目標達成度（数字）で評価する。
　なお、本活動の広報手段はウェブサイトおよ
びそれと連動したフェイスブック・ツィッター
である。
３.４.２　特徴抽出
　本活動の特徴は次の３点である。第一に、参
加学生の範囲を国内全域に想定した大学横断の
取組みである点である。第二に、対面型と非対
面型を相補的に採り入れた取組みであることで
ある。第三にインターンシップを学生ピア活動
主体で進めていること、である。
（1）日本全国規模での大学横断
　設立理念に「同じ目標を持った学生に出会
え、その学生同士で刺激しあい、気づき、成長
し合える」ことを記載している。福岡市に活動
拠点があるものの、参加希望は全国から可能と
しており、これまで北海道、東京、名古屋在の
大学からの参加実績がある。
表10　「学生ネットワークWAN」2013・2014年度の実施概要
内　容
企画の種類 内　　　　　容
CANPASS→
（WAN主催）
・次世代を生き抜く上で今すべきことは何かを自分たちで考え創造
していくことを目的とする
・アイデア発想のヒント、アイデアを形にするマーケティング、プ
レゼンテーション等のテーマで社会人講師を招聘する
・講師が話した後、学生のグループワーク（アプリケーションソフ
トを体験しながら試作する）
BizShip
（株式会社ビジップ主催）
・時間や距離に縛られないビジネス創造型インターンシップを全国
展開する
・事前学習はe-ラーニングで実施し、自己の考えを発信する力・ビ
ジネスマナー等を動画やSNSを駆使して習得する
・直前講座は対面で実施し、事前学習の成果（社会人基礎力やコ
ミュニケーション力）を実践する
・学生３名のチーム制によって新規事業計画を立案し、当該事業の
売上げ目標の達成度によって４段階評価する
クリエイティブ大学
（WANとビジップの共催）
ソリューション大学
（WANとビジップの共催）
・創造性の向上をめざしたワークショップ
　（例：レゴⓇシリアスプレイⓇ）
・情報共有の“カイゼン”をめざしたワークショップ
・学生の専攻分野を問わずプログラミングを習得して、情報共有の
仕組みを試作する
参照：WANのウェブサイトに基づき作成　
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主体に一定期間で新規事業提案を具現化するこ
とを目指すため、成果の質が要請される。提案
内容が新規事業としてどの程度実効性を有して
いるか、結果として売上げ目標をどの程度達成
したか、等企業関係者からのフィードバックが
得られることをとおして、関係性の「広がり」
とともに「深まり」も兼ね備える「起業家的関
係」へ重層化が図られることになろう。また、
本活動に参画していた学生が卒業後にOB・
OG講師として参画する仕組みがあることか
ら、活動への関与が長期に継続することによっ
て関係性が深まる可能性がある。
（2）社会人基礎力
  上記 （1） に記載したように、WANの活動で
は初対面からの関係構築や学生間での協業によ
る課題解決が柱となっていると考えられる。初
対面の人と関係を構築していくうえで自ら意見
を述べたり、相手に質問したりといった場面で
発信する力が運用される。またWANにおける
インターンシップでは期限内に質の高い成果を
出すことが要請されるため、高い緊張感を維持
しプレッシャーを克服することが必要となろ
う。社会人基礎力の運用の観点から、「発信力」
と「ストレスコントロール」が挙げられる。
３.５　事例の総括
　３ .５ .１および３ .５ .２項では４事例を横
断的に検討し、共通性と独自性に着目して総括
する。３ .５ .３項では、事例の横断的検討を踏
まえて本務校事例の現状の課題を明確化する。
３.５.１　組織および活動形態
　組織および活動形態の観点から総括した。
（表11）
（1）共通性
①組織形態（大学単独・大学横断）
　情報大と小樽商大の事例は単独大学内での実
施である。両者の共通性は、各々の大学のキャ
リア支援部署から活動を委託され、「学生だか
らこそできること」（学生目線）での自主企画
を実施している点である。一方、スチューカツ
とWANは大学横断での実施である。横断範囲
３名によるチーム活動にすることによって、企
業側の指導に係る負担軽減を図っている。
　活動成果は、学生による新規事業提案であ
る。提案内容はインターンシップ協賛企業関係
者によって当該企業の事業への貢献額で定量的
に評価される。評価は４段階で、評価が高くな
る順に「社会人基礎力修得」、「後輩への指導可
能」、「プレ社員」、「正社員」に分類される。評
価時の到達段階に応じて、報酬が授与される
（例えば、「後輩への指導可能」段階で交通費支
給、提案が事業化できた場合は利益に応じて報
償金支給）。上述の実施体制により、学生ピア
間活動による事業提案という具体的成果物を要
請し、それを評価・フィードバックすることに
よって、参画学生がPDCAサイクルを回せる
ことをめざしている。
３.４.３　発達的ネットワークおよび社会人
基礎力の観点からの考察
　WANの活動では「学生主体」が前面に出て
おり、学生間で被支援側・支援側の判別が困難
である。以下の記述では、本活動に参画した学
生という括りで捉えている。
（1）発達的ネットワーク
　本活動が当初から目指してきたことは「大学
横断で」という点にある。所属大学の枠に捉わ
れず、「志が同じである」という共通性でつな
がる関係である。具体的には「CAMPUS→」、
「クリエイティブ大学」および「ソリューショ
ン大学」での企画内容に見られるように、社会
人講師によるセミナーや他大学の学生とのグ
ループワークをとおして、まずは「初対面の人」
と関係を構築していく過程を重視していること
が窺える。
　発達的ネットワークの観点からは、大学生が
本活動に参画することによって従来の「受動
的」または「伝統的」な関係が持つところの「関
係の狭さ」を「拡張する」ことが可能になり、
「機会主義的関係」への重層化が図られると考
えられる。
　さらにインターンシップでは、学生ピア活動
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ベントの実施内容や就職関連情報（例えば企業
の採用情報、就職活動日誌）をウェブサイトか
ら閲覧可能にしており、対面型と非対面型を相
補的に機能させている。
④外部組織との連携
　情報大以外の３事例で外部組織との連携が見
られる。小樽商大では同窓会組織と、スチュー
カツでは大学出資のベンチャー企業と、WAN
ではインターンシップ仲介企業と、各々連携し
ている。外部組織と連携することのメリットと
して、企業情報・業界情報の収集網が拡大する
ことや社会的信頼性が向上することが挙げられ
る。
⑤卒業後の関与
　情報大以外の３事例で、活動に参画していた
学生が卒業後に活動を支援する側に回る慣習
（組織風土）が見られる。例えば小樽商大では
同窓会組織をとおして、WANではOB・OG講
師として卒業後も関与可能であることから、活
が首都圏か全国規模かの相異はあるが、活動イ
ベントへの参加登録や実施の様子をウェブサイ
ト上に公開している点に両者の共通性がある。
② 学生の構成と役割（支援側学生・被支援側学
生）
　WAN以外の３事例では、４年生が支援側学
生、１～３年生が被支援側学生である。３事例
とも、支援側学生の主な役割は自らの経験に基
づいて後輩学生の就職活動の進め方に関して情
報提供や助言をするためのイベント企画と実施
である。
③活動形態（対面型・非対面型）
　４事例とも活動形態において対面型と非対面
型の併用がなされている。大学単独実施の２事
例では、対面型イベントが主である。非対面で
のツールとして ICTも使用されているが補助
的使用である。大学横断実施の２事例では、対
面型イベントへの申し込み登録を ICTツール
で行う仕組みを採っている。加えて、対面型イ
表11　４事例の総括－１（組織および活動形態）
事例
名称
学生キャリア
アシスタント
キャリアデザイン
プロジェクト
スチューカツ！ 学生ネットワークWAN
学生ピア
間活動の
本体組織
東京情報大学生
・支援側学生：
　４年次生（５～６名）
・被支援側学生：
　１～３年次生
小樽商科大学生
・支援側学生：
　４年次生（約20名）
・被支援側学生：
　１～３年次生
青山学院大学を中心に
首都圏の大学生
・支援側学生：４年次生
・被支援側学生：
　１～３年次生
在九州の大学を中心に
日本全域の大学生
・参加者：学部生
連携組織
大学キャリア課 大学キャリア支援
センター、同窓会組織
「緑丘会」
青山学院Hicon
（大学発ベンチャー）
ビジップ株式会社
（インターンシップ仲介）
活動形態
・対面型：
　セミナー、懇談会
・非対面型：
　フェイスブック、
　ツィッター
・対面型：
　セミナー、相談会
・非対面型：
　 ウェブサイト上で情
報提供
・対面型：
　セミナー、交流会
・非対面型：
　 ウェブサイト上で情
報提供、フェイスブッ
ク、ツィッター
・対面型：
　セミナー、グループ
　 実習（アプリケーショ
ンソフトウェア）
・非対面型：
　 ウェブサイト上で情
報提供、フェイスブッ
ク、ツィッター、e-
ラーニング
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点では仮説の段階であり、今後の検証を要す
る。
（1）共通性
① 発達的ネットワークが「機会主義的関係」へ
重層化
　大学単独実施（情報大・小樽商大）の２事例
で共通性が見られた。まず被支援側学生では、
学生ピア間イベントへの参加をとおして異なる
学年・学科・ゼミナールの学生と知己が得ら
れ、関係性が多様化したことが窺えた。このこ
とは発達的ネットワークの特性が「受動的」ま
たは「伝統的」関係から「機会主義的関係」へ
重層化した兆候と捉えられる。
　次に支援側学生においても、学科やゼミナー
ルが同じ学生・ゼミナール教員とのつながりが
主体の「伝統的」関係から多様性が拡張して、
「機会主義的」関係へ重層化したと捉えられる。
②社会人基礎力の部分的または全般的発揮
　４事例ともに、支援側学生が活動を企画・実
施したことをとおして社会人基礎力が全般的に
運用されたことが窺えた。企画を練り上げて実
動が継承されノウハウの蓄積が図られやすい。
（2）独自性
①学生間ピア活動としてのインターンシップ
　WANの事例ではインターンシップを学生ピ
ア間活動として実施し、その成果に対する評価
がインターンシップ協賛企業から得られる。こ
れによりPDCAサイクルを回す経験を参加学
生に提供している。
② ICTツールの駆使
　WANの事例は、学生のグループワークおよ
びインターンシップの事前学習においてアプリ
ケーションソフトを搭載した端末機器を使用し
たり、動画・SNSを活用して発信力強化をめざ
したりしている点に独自の特徴を有する。ICT
ツールを駆使することで対面型の活動を補完
し、結果として情報活用力を身に付けることを
促進している。
３.５.２　発達的ネットワークの重層化およ
び社会人基礎力の発揮
　発達的ネットワークの重層化および社会人基
礎力の発揮の観点から総括した。（表12）現時
表12　４事例の総括－２（発達的ネットワークおよび社会人基礎力）
事例
名称
学生キャリア
アシスタント
キャリアデザイン
プロジェクト
スチューカツ！ 学生ネットワークWAN
発達的
ネット
ワークの
重層化
・支援側学生：
　伝統的⇒機会主義的
・被支援側学生：
　受動的または伝統的
⇒機会主義的　
・支援側学生：
　伝統的⇒機会主義的
・被支援側学生：
　受動的または伝統的
⇒機会主義的　
・支援側学生：
　 機会主義的関係の拡
張
・被支援側学生：
　受動的または伝統的
⇒機会主義的　
・受動的または伝統的
⇒機会主義的　
⇒起業家的　　
　　　　（ インターン
シップ参加）
社会人
基礎力の
発揮
・支援側学生：
　社会人基礎力全般
　（ 例：働きかけ力、課
題発見力、発信力、
計画力、傾聴力、ス
トレスコントロール）
・被支援側学生：
　主体性、規律性
・支援側学生：
　社会人基礎力全般
　（ 例：働きかけ力、発
信力）
・被支援側学生：
　主体性、規律性、
　ストレスコントロール
・支援側学生：
　社会人基礎力
　全般
　（ 例：働きかけ力、課
題発見力、発信力、
傾聴力）
・被支援側学生：
　 主体性、発信力規律
性、ストレスコント
ロール
主体性、規律性
発信力、課題発見力、
計画力、実行力、スト
レスコントロール（イン
ターンシップ参加）
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　現状で不充分または未着手部分は、「学内関
連部署の連携」、「外部組織との連携」および
「ICTツールの活用」の３点と捉えられた。以
下、順に見ていく。
（1）学内関連部署の連携
　学生キャリアアシスタントの記述に見られる
「当事者意識が低調」という主に３年生に見ら
れる問題の改善には「学生が在学中に自分の進
む方向性について考え、相談できる人的ネット
ワーク」の形成を１～２年生の頃から積み重ね
る行為が重要と考えられる。就職活動の成否は
その前段階での学生生活の充実が関与している
ことを再認識し、教員とともに学内の複数の関
連部署が学生ピア間活動に対する助言や統括的
予算編成の面で連携することが課題である。
　３年生だけでなく１～２年生も気軽に参加し
て異なる学年の学生とコミュニケーションを図
ることが可能な場として、「おしゃべりカフェ」
の企画が機能していると捉えられたため、ピア
サポーター研修受講後の３年生を支援側に加え
ることが有効と考える。
（2）外部組織との連携
　他大学・機関事例と比較検討すると、同窓会
組織、大学発ベンチャーおよびインターンシッ
プ協賛企業といった外部組織と連携可能な領域
が見出された。同窓会組織をとおして卒業生の
関与度を高める仕組みを作ることによって、被
支援側から支援側への移行が進み、活動基盤が
強固になると考えられる。
　一方、大学発ベンチャー企業が学術面や対外
折衝面で学生ピア間活動を支えることは望まし
いが、ベンチャー企業の組織化に際して設立理
念や事業化項目等を含むビジネスモデルを充分
検討する必要がある。また、インターンシップ
協賛企業との連携は、「インターンシップ」科
目を今後改革する際に学生ピア間での「課題解
決グループワーク」の要素を加えることがどの
程度可能か、協賛先と協議を要する課題である。
（3）ICTツールの活用
　他大学・機関事例の検討をとおして、ウェブ
施するためには「主体性」、「働きかけ力」を始
めとする社会人基礎力の幅広い動員が必要とな
る。
　一方、被支援側学生では社会人基礎力の部分
的な運用が見られる。大学単独実施（情報大・
小樽商大）の２事例で、３年生のイベントへの
参加状況が冬場を迎えて増加したことから推察
すると、当事者意識が高まり「主体性」が芽生
えてきたと捉えられる。
　また情報大以外の３事例では、同窓会関係者
や企業関係者といった社会人との交流により
「発信力」や「ストレスコントロール」の運用
がなされると推察する。
（2）独自性
① 発達的ネットワークが「起業家的関係」へ重
層化
　WANの事例では、インターンシップの成果
に対する評価段階で企業関係者から助言を受け
ることができる。したがって、小樽商大やス
チューカツ事例の懇談会や交流会の場での談話
をきっかけとする「機会主義的関係」よりも深
化して「起業家的関係」へ重層化する契機とな
り得る。
②社会人基礎力を広範囲に発揮
　WANの事例では、インターンシップが学生
ピア活動主体で進められる。新規事業の提案作
成から導入、評価までの一連の過程を経験でき
る仕組みが採られている。この仕組みによっ
て、新規事業として何を提案するのか（「課題
発見力」）、どのように具現化するのか（「計画
力」・「実行力」）といった面も含めて広範囲に
社会人基礎力の運用がなされ得る。
３.５.３　本務校事例の現状の課題
　この項では、４事例を横断的に見た結果を踏
まえ本務校事例において現状不充分または未着
手である部分を明確化する。その理由は、次項
で提案する活動モデルの優位性や有効性を今後
検証する際、本務校事例にモデルを段階的に適
用することを想定しており、本務校事例の現状
の課題を把握しておく必要があるためである。
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プワークにアプリケーションソフトウェアを使
用したり、外部組織との連携によって課題解決
型学習を実施したりする場合にも予約制とし、
被支援側学生に事前準備を要請して参加意識を
高める。
（3）活動内容
　活動内容は、就職活動支援にテーマを絞る場
合と学生生活支援に拡大する場合の２つに大別
される。前者の範疇では支援側学生は主に４年
生であり、自身の活動経験を活かした助言や実
技指導を行う。後者の範疇では、例えば「お
しゃべりカフェ」のような集団での懇談や個別
的な相談への対応が該当する。
　ただし、支援側学生は被支援側学生からの相
談内容が本活動で想定する「就職活動や学生生
サイトを学生目線での就職関連情報の提供ツー
ルとして位置づけることや、学生ピア間のグ
ループワークにアプリケーションソフトウェア
を入れた情報端末を使用したり、e-ラーニング
を採用したりすることによって、ICTツールを
介した課題解決を図る経験を積むことが可能に
なることがわかった。多岐に亘る ICTツール
の使用は大学組織としての予算化段階で費用対
効果を見極め、優先付けを行う必要がある。
４．学生ピア間キャリア発達支援の活動モ
デル（仮説）
　事例研究の結果、学生ピア間キャリア発達支
援の活動モデルを提案する。活動モデルを構成
する要素として、これまでの本稿での考察結果
から次の５つを設定した。（表13）
　活動モデルの模式図を下記に示す。（図３）
　活動モデルを構成する要素ごとに、仮説とし
て提示する内容を、順に記述する。
（1）支援側学生
　４年生に加えて、３年生を入れることによっ
て、活動テーマを就職活動に限定せず「在学中
のキャリア発達支援」として組織化する。学生
規模を３年生、４年生各々10名程度にして、支
援側学生の多様性の拡充を図る。多様性の拡充
は発達的ネットワーク上、「関係の範囲」が広
がることを意味する。被支援側学生のネット
ワーク特性が「受動的」から「機会主義的関係」
へ拡張することを促進する。
　支援側学生の拡充を図るのは数の上だけでな
く、ピアサポーターとしての資質の充実が不可
欠である。大学として事前研修を開講し候補学
生の受講を必須とする。
（2）被支援側学生
　ピア間のキャリア発達支援は学生の主体性に
基づくものであることから、原則、事前申し込
み不要の任意参加とする。ただし、企画内容の
種類によっては予約制とする。例えば相談を希
望する場合は予約制とすることによって、支援
側学生の時間的拘束を緩和する。また、グルー
表13　活動モデルの構成要素
構成要素 本稿での定義
（1）支援側学生 ピア間キャリア発達支援活動
（以下、活動）において、支援
を行う学生
（2）被支援側学生 活動において、支援学生から
支援を受ける学生
（3）活動内容 ピア間でキャリア発達支援を
行う企画内容
（4）連携組織 活動組織本体と連携する組織
（5）ツール 活動で利用するツールᨭ᥼ഃᏛ⏕ෆᐃྲྀᚓ῭ࡢ ᖺḟ⏕࠿ࡽ㑅ᐃ㸦㹼 ྡ㸧ᨭ᥼ഃᏛ⏕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図３　活動モデル
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枠組みに応用し、課題解決型学習を展開するこ
とは現実性のある選択である。
（5）ツール
　広報や相談の面でのツール使用は図３に例示
したとおりである。ICTを情報伝達手段として
だけでなく、対面同期での活動を補完するこ
と、および ICTの活用力を形成することを志
向して優先付けを行い段階的な導入を図る。例
示として、ICT自体を学ぶ（プログラミング）、
ICTの活用を学ぶ（アプリケーション入端末）、
ICTを使用して課題解決を行う（e-ラーニン
グ）等の側面を挙げた。
５．今後の課題・展望
　本稿は、学生ピア間のキャリア発達支援に関
する筆者の事例研究の第一段階である。今後の
課題は、活動モデルの検証と精緻化である。仮
説としての本活動モデルを検証する際、第一義
的な適用対象となるのは本務校の「学生キャリ
アアシスタント」活動であり、本稿の実践的含
意は当該活動の段階的発展にある。
　またモデルを精緻化する過程では、本務校事
例の継続的検討に加え、他大学・機関の事例を
さらに探索し、聴き取りや参与観察を含めた多
角的考察を行いたい。中長期的には大学横断で
の情報交換や切磋琢磨が、活動モデルで提起し
たような「大学コンソーシアム組織」をとおし
て促進されることが望ましいと考える。
　本稿で見たWANの事例は学生ピア間主体の
課題解決型インターンシップや ICTツールを
駆使したe-ラーニングを他機関に先駆けて実
施しており、ピア間のキャリア発達支援活動
を10数年かけて蓄積・発展させてきた。また、
スチューカツと連携する青山学院大学発ベン
チャーのような組織形態は学生ピア間活動を学
術面でも支える意義を有する。
　学生ピア間によるキャリア発達支援活動を、
地域を始めとする社会との信頼関係のもとで中
長期的視野に立って拡充することをめざす所存
である。
活に関するもの」の範囲を超えていると感じら
れる場合は、本活動と連携する学内部署の職員
に確認し、適切な相談先を提案する措置を取
る。
（4）連携組織
　学内組織では、キャリア支援関連部署および
教学関連部署と連携する。学生ピア間のキャリ
ア発達支援活動は、学生生活の「出口」と「中
間」の両領域に関連するため、学内の部署がよ
り有機的に連携するとともに当該活動の統括予
算を組むことが望ましいと考える。
　また学外組織では、同窓会、大学発ベン
チャー、近隣地域の大学コンソーシアム、およ
びキャリア発達支援協賛団体が挙げられる。例
えば本務校の同窓会組織では、フェイスブック
を始めとするSNSを併用して広報することが
2014年度より着手され、活動が次第に活発化し
ている。今後、同窓会組織が在学生のキャリア
発達支援の面に関与し、卒業生と在学生の人的
つながりが深まるならば、被支援側学生の発達
的ネットワークの特性が「機会主義的関係」か
ら「起業家的関係」へとさらに重層化する展望
が開ける。また社会人基礎力の面では「発信力」
や「ストレスコントロール」を運用する機会が
拡充する。
　大学発ベンチャーは、複数の教員による出資
を前提とし、当該ベンチャーで何をどのように
事業化するか明確な経営理念や戦略が必要であ
る。また近隣地域にある複数の大学が連携する
場合や、学生のキャリア発達支援に協賛する団
体と連携する場合も、拙速に進めるのではなく
関係者間で目標や手段の合意形成を要する。
　例えば、本務校では３年前より在千葉の社会
人による「千葉キャリアコンソーシアム研究
会」［34］と連携している。１年生の「基礎演習」
のなかで、同研究会所属の複数の社会人から現
在の仕事内容やキャリア形成過程の話を聴き、
質疑応答することをとおして現実感のあるキャ
リア形成事例を知る機会となっている。こうし
た連携を学生ピア間のキャリア発達支援活動の
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